
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基調講演 

「近江にやってきた「渡来人」、その足跡を追う！」  金 宇大 准教授（滋賀県立大学） 

◆報告 

「3 世紀の靫 稲部遺跡出土の矢入れ具」    戸塚洋輔（彦根市文化財課） 

「特別史跡彦根城跡の岩石調査２０２３」     彦根東高等学校地学班 

「旧井伊神社 展示前特別レポート」      岡 智康（彦根市文化財課） 

「荒神山古墳群発掘調査の成果と今後」    小林風雅（滋賀県立大学 大学院生） 

◆遺物公開 

「初公開！！稲部遺跡出土、3 世紀の靫」 

 
無料 

申込み制 

■彦根市×滋賀県立大学共同事業 

 

主催：彦根市、滋賀県立大学 

 

 

日時／令和 5 年（2023）10 月 7 日（土） 

     13時～16時20分（受付 12時30分～） 

会場／滋賀県立大学 A2-202 教室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演：「近江にやってきた「渡来人」、その足跡を追う！」 

古代の日本列島社会は、中国・朝鮮半島各地との交流を通じて様々な文化を取り入れ、発展して

きました。そうした文化をもたらした「渡来人」たちの活動の痕跡が、滋賀県内のあちこちで見つ

かっています。近江にやってきた「渡来人」たちの足跡を考古学から追いかけます。 

 

講師紹介／金 宇大（きむ うだい） 

      滋賀県立大学 人間文化学部 地域文化学科 准教授 

学歴：2015年 京都大学 文学研究科 歴史文化学専攻 考古学専修 博士課程 

学位：2016 年 3 月 博士（京都大学）  

職歴：2013 年 京都大学 文学研究科 日本学術振興会特別研究員 

    2014年 独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 都城発掘調

査部 アソシエイトフェロー 

     2016年 京都大学 白眉センター 特定助教 

     2019年～現在 滋賀県立大学 人間文化学部 地域文化学科 准教授 

◆日時：令和 5年（2023 年）10 月 7 日（土）13 時～16 時 20分（受付 12時 30 分～） 

◆会場：滋賀県立大学 A2-202 教室（※駐車場は、滋賀県立大学の駐車場をご利用下さい） 

◆募集期間：令和 5年（2023 年）9 月 1日（金）～10月 4 日（水） 

◆定員：150 名（先着順） 

◆申込み方法：電話または E メールにより、①参加者名（複数の場合は全員分）②住所（市町まで）③

電話番号をお知らせ下さい。 （※すべての申込みについて受付完了の返信を行います。） 

◆申込み先：彦根市観光文化戦略部文化財課  

TEL：０７４９－２６－５８３３   E-mail：bunkazai@mx.hikone.ed.jp 

◆参加費：無料 

 

 

 

 

≪主な著書・論文≫ 

『金工品から読む古代朝鮮と倭―新しい地域関係史―』（京都大学学術出版会） 

「滋賀県竜王町山面老々塚出土単鳳環頭太刀把頭の検討」『淡海文化財論叢』14、「古代の刀から「人間」

を見る―交流史の再構築のために―」『REKIHAKU 002 いまこそ、東アジアの交流史』、「日本列島出土三

累環頭太刀の系統とその性格」『考古学雑誌』104（1）など多数 

 

初公開！！ 

稲部遺跡出土の靫 

彦根東高等学校地学

班の参戦決定！！ 

彦根城跡の岩石調査 

 

旧井伊神社の調査・

展示に関するレポー

ト！！ 

大学院生の小林風雅さん

による荒神山古墳群発

掘調査の最新報告！！ 


